
日本風景街道大学 

ふくしま浜街道校 
風景街道と復興地域づくり、そして次世代への継承 

第２分科会 
テーマ「風景街道活動を次世代に継承するために」 

平成28年１２月１０日（土）13:20～14:50 
いわき産業創造館 



本日の進行について 

第２分科会「風景街道活動を次世代に継承するために」 

●13:20～ ・開会 
      ・座長より開催趣旨、話題提供者紹介、座長紹介 10分 
 
●13:30～ ・話題提供 
        ●話題１ 「学校シーニックバイウェイの試み」 １０分 
              十勝シーニックバイウェイ 南十勝夢街道 
              山崎 和夫氏 
 
        ●話題２ 「未来のまちづくり・みちづくり-ハイスクールサミットin東北-」15分 
              ハイスクールサミット参加者（大学生ファシリテーター） 
              日置 友智 氏 
 
        ●話題３ 「宮崎大学と日南海岸きらめきラインの連携・協働」 10分 
              日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会 事務局 
              谷越 衣久子 氏 
 
●14:05～  ディスカッション「風景街道活動を次世代に継承するために」40分  
 
●14:45～  まとめ 5分 
 
●14:50   閉会     
 



第２分科会 
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第２分科会「風景街道活動を次世代に継承するために」 

開催趣旨 

 日本風景街道の活動もメンバーの固定化や高齢化などで、そ

の「持続」という課題が顕在化しています。今後、活動の存続

に向けては、若年層の参加促進や後継者づくりが必要とされて

います。 

 本日は、学校教育等の連携に成功している先進事例を紹介す

るとともに、いかに若年層の参加を促すか、皆さんで色々なア

イディアを出し合いながら議論していきたいと思います。 



話題提供者 
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★山崎 和夫 氏 
 シーニックバイウェイ北海道 
 十勝シーニックバイウェイ 南十勝夢街道 忠類部会 事務局 
 
 
★日置 友智 氏 
 ハイスクールサミット参加者（大学生ファシリテーター） 
 
 
★谷越 衣久子 氏 
 日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会 事務局 





私について 
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★紺野 裕乃 
 （一社）北海道開発技術センター（dec）  上席研究員 
 （一社）シーニックバイウェイ支援センター 理事 
 
★活動について 
・dec：調査受託業務 
    シーニックバイウェイ北海道（SBW）ルートコーディネーター 
   十勝シーニックバイウェイの3ルートを担当 
 
・SBW： 
 ・シーニックバイウェイ北海道の支援機関として 
  主にシーニックバイウェイ北海道 全体の広報・プロモーション 
  活動を実施 

シーニックバイウェイ北海道の取組みについて、 
 地域と行政との間に立つ、中間的支援機関として関わっている 
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シーニックバイウェイ支援センターの取組み例 

フェイスブック、ブログでの情報発信 

（http://www.scenicbyway.jp/） 

夏秋  Vol.17 ドライブ＆光 冬春  Vol.18  ドライブ＆香り 

寄り道ドライブ観光情報誌の作成 

全14ルートのルートコーディネーターが執筆
、内部で企画・編集作業も実施 

その他、他の雑誌等の媒体や 
包括連携企業との連携、イベント等で
のプロモーション活動… 
 
SBW支援センターでは、 
主に全体の活動に関わる広報活動を 
行っている。 



シーニックバイウェイ北海道ルートマップ 
・緑色エリア：指定ルート 
・橙色エリア：候補ルート 
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現在、 
12の指定ルート 
2つの候補ルート 
で、展開しています。 
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シーニックバイウェイ ルートコーディネーター 

  

【ルートコーディネータとは】 

 ルート活動団体の発案を把握し、関係団体、行政等を含め実現に

向けた調整に努めるとともに、自らも活動内容の企画提案、財政援

助に関する制度を活用提案するなど、地域資源の活用が雇用や収入

として循環するように努める。 

 と、難しい文章ですが 
私、個人としては 

 地域の皆さんと一緒に活動し、活動の中で、皆さんが必要とされ

ることについて、出来る限りの支援や協力が出来ればと。 

 一緒に考えて、悩んで、ルートコーディネーター自身も地域の中

で勉強して、成長する、そのような関係性ができれば良いなと思っ

て、活動しています。 


